












Characterization of a novel protein IEE responsible for the diversification 
of enterohemorrhagic Escherichia coli O 157 
Masahiro KUSUMOTO 1) 
背景と目的
腸管出血性大腸菌 (enterohemorrhagicEscherichia 
























































































を付加 した場合も顕著な IS切 り出し効率の低下がみられ












































らアンピシリン (Ap)耐性に変化するため， Tc耐性コロニーに対する Ap耐性コロニーの出現率がIS切り出し効率
となる。(B)左側に IEEまたは IS629TPaseに付加したタンパク質タグの種類および位置，右側に大腸菌K-12株に
おける IS切 り出し効率を表す。＊： 菌の発育不良のためIS切 り出し効率を測定できなかった。
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図2.N末端MBPを付加した IS629TPaseの溶解性
レーン M, サイズマーカー；レーン 1,培養上清 （可溶
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図3.不溶性画分からのリフ ォールデイングにより得られ
たIEEおよびIS629TPase 
レーン M, サイズマーカー；レーン 1, IS629 TPase , 
レーン 2,IEE。
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題として実施した。
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